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本日説明する内容

１）SMA認証試験申込みまでの準備・確認事項

２）SMA認証取得までの流れ

３）SMA認証取得後に関して
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試験申込みの前に

2種類の試験があります
http://sh-center.org/SMA

1）SMA認証試験
【目的】
SMA認証取得
⇒合格後SMA認証登録証発行

2）SMA認証登録機器
との相互接続試験

【目的】
・SMA認証試験前の技術検討
・SMA認証登録機器との相互

接続性検証

2014年12月16日時点 4
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提出書類：SMA認証試験の場合

事前に提出する資料をご確認ください
http://sh-center.org/SMA

2種類の資料提出が必要です
1）申込み書
2）下位メディアの認証登録証
※下位メディアの認証登録日以降

が申込み受付可能日です
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SMA認証試験提出書類の書き方

ファイル名（SMA_documents_v1.3.doc）

2014年12月16日時点 6

申込用紙（赤枠記入スペース） 申込用紙sample（赤枠記入スペース）

ECHONET Lite認証には
無い部分
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SMA認証登録機器との接続テストの場合

β運用中のため、個別にご相談ください：試験予約可

72014年12月16日時点

申込み書類は現在試験運用のた
め、順次更新中です（次項参照）
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SMA認証登録機器接続テスト提出書類の書き方
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申込用紙（p.1） 申込用紙（p.2）

書ける範囲で目的・開発状況
を記入ください

持ち込み試験機の構成は
記入必須です
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試験申込みの方法（1/4）

手続きは基本的にWebサイト＆メールです
https://smarthouse-center.org/

2014年12月16日時点 9
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試験申込みの方法（2/4）

１）試験アカウントを取得

エコーネットコンソーシアムの
メーカーコード取得が必須です

2014年12月16日時点 10
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試験申込みの方法（3/4）

3）空室状況を確認して試験候補日を選択

SMA認証は現在
×：満室 －：未定
の何れかです。
ｰの期日を選択ください

2014年12月16日時点 11
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試験申込みの方法（4/4）

4）空室「ｰ」を選択して各種情報を入力

認証試験 接続テスト
いずれか選択してください
※SMA認証試験は基本的
に2週間前で受付終了です

申請後、
別メールで日時確定や
提出資料の確認などの
連絡を差し上げます。

2014年12月16日時点 12
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おさらい：ECHONET Lite スマートメータ認証のフロー
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出所：第14回スマートメーター制度検討会
http://www.meti.go.jp/committee/summary/0004668/pdf/014_06_00.pdf
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認証取得までの流れ（概要）
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スムーズに各種試験パスすれば約1週間で取得

（事前準備完了）

申請者（企業） 神奈川工科大学（SMA認証ｌ機関）

受付完了試験申込み

試験実施
ECHONET Lite

認証試験

Web申請
メール連絡

SMA認証試験室

試験実施SMA認証試験 SMA認証試験室

認証登録
完了通知

取得手続き完了
メール連絡
登録証郵送

1）ECHONET Lite認証登録を認定認証機関からエコーネットコンソーシアムに申請
2）1）後、（ECHONET Lite認証登録番号が付与されていなくても）SMA認証試験可能

約半日

約半日

１～３日

１～３日

2014年12月16日時点
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LANではない
伝送メディア

Bルート

１回目の試験部分（ECHONET Lite プロトコル認証試験）

試験装置（HEMSコントローラ：センター標準機被試験装置（スマート電力量メータ）

操作PC スマート電力量メータ
USBドングル等
（通信モジュール）

試験PC
（HEMSエミュレータ）

試験企業持ち込み機器 HEMS認証支援センター 試験機器

Wi‐SUNまたは
G3‐PLC

HEMSコントローラ用
通信モジュール

スマートメータアプリケーション

スマート電力量メータ用
通信モジュール

ECHONET Lite スタック

通信IF

試験ツール用UI

ECHONET Lite 認証試験ツール

通信IF
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ECHONET Lite認証試験構成（スマート電力メータ持込のケース）

2014年12月16日時点
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SMA認証試験前に

申込用紙にECHONET Lite認証番号を記載

2014年12月16日時点 17

申込用紙（赤枠記入スペース）

ECHONET Lite認証登録番号が
付与されたらセンターに連絡願います。
こちらの番号を確認しないと、
SMA認証登録の手続きが行えません。

センターでの
試験実施日
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LANではない
伝送メディア

Bルート

試験装置（HEMSコントローラ：センター標準機被試験装置（スマート電力量メータ）

スマート電力量メータ
USBドングル等
（通信モジュール）

試験PC
（HEMSエミュレータ）

試験企業持ち込み機器 HEMS認証支援センター 試験機器

Wi‐SUNまたは
G3‐PLC

HEMSコントローラ用
通信モジュール

スマート電力量メータ用
通信モジュール

ECHONET Lite  スタック

通信IF

SMA認証試験ツール

ECHONET Lite  スタック

通信IF

2回目の試験部分（SMA認証試験）

スマートメーターアプリケーション
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操作PC

SMA認証試験構成（スマート電力メータ持込のケース）

2014年12月16日時点
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試験室環境

192014年12月16日時点

モニタ（試験状況共有用）

試験用PCと
下位伝送メディア（Wi-SUN）

電源装置（G3-PLC用）
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（ご参考）Wi-SUN用試験設備
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Wi-SUNはCTBU（Certified Test Bed Unit）認証取得品導入済

製品名：
Renesas/ADI SUN Solution for
RL78 & ADF7023‐J

Wi-SUNモジュール外観

認証番号：WSA 0009
Product Category：
Radio Module（HEMS Controller）

Product Profile：
Echonet Profile

認証番号：WSA 0016
Product Category：
Radio Module（Smart Meter）

Product Profile：
Echonet Profile
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SMA認証を取得したら
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1）コンソーシアムのWebサイトに掲載
2）SMA認証登録証を郵送致します

SMA認証登録証SMA仕様機器登録ページ

http://www.echonet.gr.jp/kikaku_ninsyo/list_sma/equip_srch
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SMA認証取得した企業様へのお願い

2014年12月16日時点

スマートメーターと接続した
HEMSコントローラの表示画面

認証番号：QZ-000001
HEMSコントローラ

認証番号：PZ-000001
スマート電力メータ
※東京電力スマートメータ

認証番号：PZ-000002
スマート電力メータ
※中部電力スマートメータ

基本的に当センターで購入（もしくは借用）し、導入しております
今後認証取得する企業様や、取得済企業様の相互接続性検証

の場としてとして活用しますのでご協力お願いします
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お問合せに関して
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Q1.SMA認証取得の費用

本年度（2014年度）は、国の補助を受けて運営しているため、
SMA認証取得の費用は【無料】です。
前提となる、ECHONET Lite認証取得は各認証機関にお問合せください。

Q2.試験時に事前準備が必要となる機材等

事前準備としては、機材などは不要です。
申請時に下位メディアの認証取得証を添付の上、お申し込みください。
試験手順などに関して別途お知らせ致します。

ご不明な点がございましたらお気軽に下記まで
sasagawa@he.kanagawa-it.ac.jp

担当：笹川


